
解説

現金ベースでの経営状況を表す指標です。苦しいと言われる国立大学病院の経営について，具
体的に数字を挙げて状況を示して対応や方策を促すための重要な指標になります。毎期反復し
て行われる経常的な活動に伴う収益と費用の関係を表す指標であり、この値が100％を下回ると
経常損益で損失が生じることを示します。

実績

自己点検評価

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中で、業務損益収支率は100％超を維持していますが、
患者数・手術件数による収益増に比例して診療経費も増えております。今後は医師の働き方改革
への対応やエネルギー費高騰の影響で、更に費用増が見込まれるため、厳しい経営状況が続く
と考えられます。

定義

対象年度１年間の，業務損益収支率。
財務諸表（損益計算書）の経常収益，経常費用から算出します。
※平成２８年度より追加された項目です

算式

分子：経常収益
分母：経常費用

75　業務損益収支率（病院セグメント）
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